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平成２７年度第２２回庁議提案 審議・報告・その他 

                     提 出 日：平成２８年２月１２日 

                     担当部・課：福祉部子育て支援課〔内線２５１１〕 

① 件  名 

 

 石巻ファミリーサポート事業の利用会員要件の拡大について 

 

②施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

 

【背景】 

 これまで、市民相互の育児援助活動に対して、石巻市ファミリーサポート事業においてその活動の

支援をおこない、安心して子育てができる地域社会の推進を図ってきた。 

 しかし、近年における女性の就業割合の高まりや核家族化の進行など、子どもを取り巻く環境も大

きく変化する中、これまでの利用会員要件における対象児童年齢の拡大が求められている。 

 

【目的】 

利用会員の対象児童年齢をこれまでの小学校３年生から小学校６学年まで拡大することにより、さ

らなる市民相互の育児援助活動の推進と安心して子育てができる環境づくりを充実させる。 

 

③根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

 

【根拠法令】 

・子育て援助活動支援事業（ファミリーサポートセンター事業)実施要項 

 ・石巻市ファミリーサポート事業実施要項 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕】 

  第４章 安心して健やかに暮らせるまち 

   第３節 安心して子どもを産み育てられる支援体制を確立する 

 

④提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 

【経過】 

 平成２７年９月   放課後児童クラブの利用対象児童拡大に伴い、ファミリーサポートの対象児童

年齢についても拡充の要望が高まる 

 平成２７年１２月  利用会員要件の養育している対象児童年齢の検討のため他市町村の状況を調査 

 

⑤主な内容 

 

 援助を受けようとする場合の対象児童年齢を、「おおむね生後２か月から小学校３年生」としていた

が「おおむね生後２か月から小学校６年生まで」に拡大する。 

 

【実績】 

＜平成２６年度＞ 

   会員数  １６９人（提供会員５６人、依頼会員１０３人、両方会員１０人） 

   利用件数 ３７０件 

＜平成２７年度（４月～１０月）＞ 

会員数  １５９人（提供会員４７人、依頼会員１０４人、両方会員８人） 

   利用件数 １６７件 

 対象児童年齢を小学校６年生まで拡充することにより約３０％程度の利用増が見込まれる 
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⑥実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

 

【市民への影響】 

地域における育児の相互援助活動を推進し、安心して子育てができる環境をつくる。 

 

【市行財政の効果・負担】 

  援助活動の報酬は、利用会員が協力会員に直接支払う制度であり、対象児童の年齢を拡大するこ

とによる事業費への影響は発生しない 

 

７他の自治体の政策との比較検討 

 

 石巻市を除く県内１２市はすべて対象児童年齢を小学校６年生までとしている。 

 

⑧今後の予定及び施行予定年月日 

 

 平成２８年３月   石巻市ファミリーサポート事業実施要綱改正 

           （施行予定年月日：平成２８年４月１日） 

 

⑨その他 

  

 


